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突
然
の　

幸さ
ち

奪
わ
れ
し　

天
災
に

梅
雨
晴
や　

外
堀
水
を　

た
た
え
て
ゐい

て

入
院
し　

忘
れ
か
け
て
る　

酒
の
味

歯
科
内
科　

は
し
ご
診
察　

し
て
帰
り

さ
あ
～
行
こ
う　

平
和
つ
な
げ
る　

こ
の
一
票

五
月
晴
れ　

身
体
鍛
え
て　

夏
準
備

被
災
地
へ　
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と　

箸
を
と
り

子こ

燕つ
ば
めが　

石ざ
く
ろ榴

の
枝
で　

ひ
と
休
み

南み
な
み

木き
そ曽　

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が　

み
ご
と
な
り

何
と
な
く　

幸
せ
の
絵
が　

干
し
て
あ
る

災
害
は　

文
化
生
活　

う
ば
い
取
る

何
故
鳴
く
の　

カ
ア
カ
ア
カ
ア
と　

不
気
味
だ
よ

五さ
つ
き
ば
れ

月
晴　

大
き
く
泳
げ　

こ
い
の
ぼ
り

水み
ず
か
め瓶

に　

五さ
み
だ
れ

月
雨
溜た

め
て　

滋
賀
の
湖う
み

行
き
交か

う
は　

福
祉
の
車　

笑
顔
乗
せ

地
域
の
和　

笑
顔
で
健
康　

老
人
会

ガ
ラ
ス
戸
に　

姿
写
し
て　

背
筋
ピ
ン
！

新
緑
や　

ト
ン
ネ
ル
越
え
て　

猿
の
群
れ

吹
く
風
に　

匂
い
の
ス
ミ
レ　

香
り
立
つ

鳥
た
ち
の　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で　

和
み
ま
す

ご
馳
走
だ　

山
菜
食
べ
て　

満
腹
に

大
地
震　

次
は
こ
こ
か
と　

不
安
が
り

病と
こ床

に
伏ふ

し　

家み
な族

の
や
さ
し
さ　

身
に
し
み
る

嘗か
つ

て
亡は
は母

の　

田
草
を
取
し　

放ほ
う
き
で
ん

棄
田

福
祉
バ
ス　

親お
や
こ娘

で
楽
し
い　

お
花
見
会

喜
ん
で　

地
域
貢
献　

輪
が
走
る

亡
き
親
の　

残
し
た
編
み
の　

目
を
掬す
く

う

♂お
す

に
託
し　

命
短
く　

蝉せ
み

時し
ぐ
れ雨

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

な
じ
み
が
出
来
て　

い
や
さ
れ
る

紫
陽
花
や　

色
変
え
肥
う
る　

花
の
ま
り

姉
逝い

き
て　

千せ
ん
と都

が
遠
く　

霞
み
け
り

新
緑
に　

茂も

え
立
つ
や
朱し
ゅ

の　

山
神
橋

初
物
の　

筍
た
け
の
こ

湯ゆ
が掻

き　

息
子
待
つ

あ
い
さ
つ
で　

元
気
が
湧
い
て　

く
る
不
思
議

見
守
ら
れ　

な
お
支
え
ら
れ　

老わ
れ女

は
生
き

花
に
み
る　

輝
く
い
の
ち　

素
直
か
な

菜
の
花
や　

満
開
な
り
し　

春
の
色

五
月
雨
や　

冥
土
の
旅
に　

又
ひ
と
り

古
道
具　

な
れ
ど
昔
は　

新
品
だ

緑
濃
き　

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
は　

綺
麗
だ
な

朝
日
受
け　

野
菜
の
手
入
れ　

今
日
も
ま
た

柏
の
葉　

香
り
届
き
て　

子
供
の
日

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

船
野　
秀
二
（
今
・
松
陽
台
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

上
田　
ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

桂
田　
和
子
（
今
・
今
津
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

北
川
美
佐
子
（
安
・
西
万
木
）

大
久
保
絹
子
（
マ
・
西
浜
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

足
立　
幸
子
（
新
・
熊
野
本
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

林　
　
吉
輝
（
新
・
深
溝
）

高
松　
逸
子
（
マ
・
西
浜
）

古
谷　
保
子
（
今
・
日
置
前
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

暑
く
な
り　

脱
げ
れ
ば
よ
い
な
あ　

肉
の
服

麦
畑　

大
波
の
穂
に　

黄
金
色

春
う
ら
ら　

山
菜
茹
で
て　

里
の
味

市
営
バ
ス　

新
緑
車
窓
に　

鯖
街
道

犬い
ぬ
ぶ
し伏

の　

別
れ
悲
し
き　

真
田
丸

草
に
木
に　

春
は
や
さ
し
く　

香
り
漂た
だ

よ
う

春
闌あ

け
て　

日
ざ
し
や
風
の　

夏
近
し

母
の
日
は　

子
の
真
心
に　

感
謝
で
す

ど
こ
へ
行
く　

医
院
と
い
そ
ぐ　

梅
雨
の
朝

か
わ
い
い
な　

み
ち
ば
た
ち
い
さ
い　

い
や
し
花

波な
み

立た

て
る　

湖
面
に
似
た
る　

代し
ろ
た田

か
な

夏
は
沖お
き　

田た
か
ん
ち
ょ
う

艦
長
の　

眼ま
な
ざ差

し
か
な

母
の
日
に　

花
束
胸
に　

時
掛
け
る

抽
選
で　

当
た
り
し
花
の　

名
も
知
ら
ず

悩
み
事　

絶
え
ぬ
身
に
も　

夢
を
も
ち

シ
ェ
ッ
シ
ェ
ッ
シ
ェ
ッ
の
シ
ェ
ッ　

お
か
し
な
奴
が　

現
れ
た

春
ま
つ
り　

孫
も
大
役　

無
事
終
え
る

藤
の
花　

川か
わ
も面
に
ゆ
ら
め
く　

影
お
と
し

人
生
の　

答
が
出
な
い　

計
算
機

夏
野
菜　

収
か
く
楽
し
み　

苗
え
植
え
る

山
青
く　

す
そ
の
を
走
る　

湖
西
線

金
ピ
カ
の　

御み
こ
し輿
在ざ
い
し
ょ所
を　

一ひ
と
ま
わ週
り

新
緑
の　

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
を　

車
窓
か
ら

朝
顔
の　

花
に
目
ざ
め
を　

た
の
し
み
て

春
祭
り　

地
鳴
り
地
響
き　

上
じ
ょ
う
え
ん演

春
雨
に　

濡
れ
て
色
増
す　

藤
の
花

お
ま
つ
り
の　

ハ
リ
エ
の
子
供
の　

声
の
よ
さ

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　

娘
二
人
の　

思
い
や
り

花
見
よ
り　

自
撮
り
ポ
ー
ズ
や　

覗
く
人

好
物
の　

一ひ
と
こ
え声
う
れ
し　

冷
奴

限
り
な
き　

想
い
出
に
ま
た　

涙
す
る

眼が
ん
じ
そ
く

耳
足　

萎
え
て
我
が
身
の　

秋
を
識し

る

朝
昼
晩　

食
前
食
後
に　

ど
っ
こ
い
し
ょ
!!

本
読
ん
で　

く
れ
た
や
さ
し
い　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

父
の
日
は　

比く
ら

ぶ
る
も
な
く　

見
劣
り
す

出
あ
い
ま
ち　

や
す
の
お
っ
さ
ん　

だ
き
し
め
た

二
人
連
れ　

小
鳥
と
花
と　

せ
せ
ら
ぎ
と

笹
濡
れ
て　

今こ
よ
い夜
渡
れ
ぬ　

天
の
川

村
祭
り　

子
役
の
流や
ぶ
さ
め
鏑
馬　

颯さ
っ
そ
う爽
と

水
田
に　

降
り
立
つ
鳥
を　

追
う
夫
婦

聴
き
難
く　

お
互
い
の
距
離　

近
く
な
り

森
本　
幸
枝(

今
・
梅
原
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

進
士　
良
治
（
新
・
太
田
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

立
石　
隆
松
（
今
・
浜
分
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

橋
本　
朱
美
（
新
・
新
庄
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

清
水　
　
茂
（
今
・
深
清
水
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

石
田　
瑛
子
（
新
・
深
溝
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

上
原　
秀
雄
（
新
・
深
溝
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

奥
谷
千
代
子
（
安
・
田
中
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

すてきな作品をお待ちしています！

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。 （企画広報課）
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お
知
ら
せ

　
高
島
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
大
学

や
専
門
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
に

対
し
、「
清
水
安
三
育
英
資
金
」
を
奨
学

　
福
祉
医
療
費
受
給
券
（
乳
幼
児
・
子
ど

も
医
療
を
除
く
）、
重
度
心
身
障
害
老
人

等
福
祉
助
成
券
お
よ
び
精
神
科
通
院
医
療

費
受
給
券
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

す
。

　
受
給
券
の
更
新
は
、
本
人
ま
た
は
保
護

者
な
ど
か
ら
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
受
給
資
格
を

喪
失
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
受
給
券
の
申
請
受
付
】

　
現
在
、
受
給
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、７
月
４
日
を
申
請
締
切
と
し
て
、

更
新
手
続
き
の
ご
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

至
急
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口

で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？
】

　
平
成
28
年
度
所
得（
平
成
27
年
収
入
分
）

の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
必
ず
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年

１
月
１
日
現
在
で
高
島
市
に
住
民
登
録
の

な
い
方
は
、
前
住
所
地
で
、【
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
】
を
取
得
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
保
険
年
金
課
　
ὸ（
２
５
）
８
１
３
７

高
島
市
清
水
安
三
育
英
資
金
貸
付
制
度

　
市
で
は
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
・

取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
を
防
止

す
る
た
め
、
本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
証
明
書
を
、
本
人
の
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
に
登
録

さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
そ
の
交
付
事
実
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
の

登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
手
続
き
は
、
市

民
課
お
よ
び
各
支
所
で
随
時
受
付
け
て
い

ま
す
。

※
第
三
者
と
は
…
「
同
一
世
帯
」
以
外
の

方
（
個
人
、
法
人
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、行
政
書
士
な
ど
）
を
言
い
ま
す
。

▼
登
録
で
き
る
人

○
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
（
除
か

れ
た
人
を
含
む
。
た
だ
し
、
除
か
れ
て
５

年
経
過
し
た
人
は
除
く
）

○
市
に
本
籍
が
あ
る
人
（
除
か
れ
た
人
を

含
む
）

※
死
亡
し
た
人
、
失
踪
宣
告
を
受
け
た

人
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

▼
登
録
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
本
人

の
顔
写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の
証
明
書
）

○
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

○
法
定
代
理
人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
な
ど

で
法
定
代
理
人
の
資
格
を
証
す
る
も

の
（
本
市
に
本
籍
が
あ
り
、
市
で
法
定
代

理
の
資
格
が
確
認
で
き
る
場
合
は
不
要
で

す
。）

▼
登
録
の
有
効
期
間　
登
録
日
か
ら
３
年

で
自
動
的
に
終
了
し
ま
す
。
有
効
期
間
満

了
日
の
１
か
月
前
か
ら
更
新
手
続
き
が
可

能
で
す
。

　
問
市
民
課
　
ὸ（
２
５
）
８
０
１
８

制度の流れ

高島市役所

本人通知制度
の登録者

（事前登録の希望者）

高島市に住民登録
や本籍のある方

①事前登録
　の申込④交付した

　事実を通知

住民票の写し
等の請求者

（代理人・第三者等）

②請求
③交付

金
と
し
て
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
に
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
桜
美
林
学
園
の
創
立
者
で
あ
る
清
水
安

三
氏
が
、
故
郷
の
旧
新
旭
町
に
寄
付
さ
れ

た
資
金
を
基
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

▼
申
請
対
象　
市
内
に
本
人
ま
た
は
保
護

者
が
居
住
し
て
い
る
方

▼
募
集
人
数　
４
～
５
人
程
度

▼
貸…

付…

額

　
【
一
般
】
月
額
３
万
円
を
限
度

　
【
特
別
】
月
額
５
万
円
を
限
度

▼
返
還
期
間　
貸
付
期
間
終
了
後
ま
た
は

中
途
退
学
後
７
年
以
内
（
１
年
の
据
置
期

間
を
含
み
ま
す
。）

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日
㊎
～
11
日
㊊

※
在
籍
す
る
学
校
を
経
由
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　
書
類
・
作
文
・
面
接
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。〔
面
接
日
は
後
日
に
通

知
〕

●
高
島
市
高
島
屋
奨
学
金
育
英
資
金
貸
付

制
度
（
11
月
頃
に
募
集
予
定
）

●
高
島
市
育
英
資
金
貸
付
制
度
（
平
成
29

年
１
月
頃
に
募
集
予
定
）

※
詳
し
く
は
、
高
島
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
　
ὸ（
３
２
）
１
１
３
２

本
人
通
知
制
度
の

事
前
登
録
受
付
中

　
清
水
安
三
育
英
資
金

　
　
貸
付
申
請
の
受
付
を
開
始

福
祉
医
療
費
受
給
券
な
ど
の

更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

そ
の
他
の
育
英
資
金
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有
　
料
　
広
　
告

　
地
域
で
食
育
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
る

食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

【
共
通
】
対し
食
育
に
関
心
の
あ
る
市
民
の

方
で
、
受
講
後
、
市
や
保
育
園
、
幼
稚

園
な
ど
の
食
育
活
動
に
協
力
い
た
だ
け

る
方　
定し
20
人
程
度　
ˇし
無
料　
申
健

康
推
進
課
　
ὸ（
２
５
）
８
０
７
８
　
⁳

（
２
５
）
５
６
７
８　

kenko@
city.

takashim
a.lg.jp

　
４
月
中
旬
に
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向
け
）」
の
お

知
ら
せ
と
申
請
書
を
支
給
対
象
の
方
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
市

役
所
本
庁
ま
た
は
お
近
く
の
支
所
で
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
給

付
金
は
、申
請
書
の
内
容
を
審
査
の
う
え
、

順
次
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
請
期
限　
７
月
15
日
㊎
（
当
日
消
印

有
効
）

問
福
祉
給
付
金
推
進
室
（
社
会
福
祉
課
）

ὸ（
２
５
）
８
０
０
９

　
７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
強
調
月
間
で

す
。

　
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直

り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
チ
カ
ラ
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

問
・
申
防
衛
省
・
自
衛
隊
高
島
地
域
事
務
所

ὸ（
２
２
）
１
９
３
９

募集種目 資格等 受付期間 試験期日 入隊時期

航空学生
高卒

（見込含）
21 歳未満

８月１日
～９月８日

１次：９月 22 日
２次：10 月 15 ～ 20 日
３次：11 月 12 日
　    　  ～ 12 月 15 日

平成 29 年
３月下旬

～４月上旬

一般曹
候補生

18 歳以上
27 歳未満

８月１日
～９月８日

１次：９月 16・17 日
２次：10 月 6 ～ 12 日
※いずれか１日を指定

平成 29 年
３月下旬

～４月上旬

自衛官
候補生

18 歳以上
27 歳未満

男
性年間通して 　受付時に

お知らせします。
採用予定通知書

でお知らせします。

女
性

８月１日
～９月８日

９月 23 日～ 27 日
※いずれか１日を指定

平成 29 年３月下旬
～４月上旬

　
犯
罪
の
６
割
を
占
め
る
再
犯
を
防
止
す

る
た
め
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
社
会
的
意
義
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課　
ὸ（
２
５
）
８
１
２
０

日時 場所 内容

第
１
回

７月 11 日㊊
13 時 30 分
～ 15 時 30 分

大師山
さくら園

講義
「食育事業の
　進め方について」

第
２
回

７月 12 日㊋
９時 30 分
～ 12 時 30 分

大師山
さくら園

「五感で学ぶ料理
教室」の見学７月 13 日㊌

９時 30 分
～ 12 時 30 分

静里
なのはな園

※第２回目はどちらかの日程をお選びください

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

高
齢
者
向
け
給
付
金

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

７
月
は
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間

食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

自
衛
官
・
航
空
学
生
を

募
集
し
ま
す

242016. ７月号25 2016. ７月号

　
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
拡
大
の
た
め
の

講
習
会
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対し
55
歳
以
上
の
県
内
在
住
者　

　
滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
が
新
し
い
知
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
、

地
域
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
修
業
期
間　
平
成
28
年
10
月
か
ら
平
成

30
年
９
月
ま
で
の
２
年
間

　
介
護
職
へ
の
就
職
を
考
え
て
お
ら
れ
る

方
は
、
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
草
津
校

（
県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校
（
県

立
文
化
産
業
交
流
会
館
内
）　
対し
県
内
在

住
者
で
、
平
成
28
年
10
月
１
日
現
在
で
60

歳
以
上
の
方
　
ˇし
年
額
５
０
，
０
０
０
円

（
前
期
・
後
期
各
２
５
，
０
０
０
円
）
た

だ
し
、
教
材
費
等
は
別
途
自
己
負
担　

申
入
学
願
書
提
出　
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

本
部（
県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

〒
５
２
５-

０
０
７
２　
草
津
市
笠
山
７

丁
目
８-

１
３
８　
ὸ
０
７
７
（
５
６
７
）

３
９
０
１　
７
月
22
日
㊎
締
切

　
愛
媛
県
大
洲
市
は
、
近
江
聖
人
中
江
藤

樹
先
生
の
勉
学
の
地
で
あ
り
、
本
市
と
は

友
好
交
流
市
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
交
流
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
「
大
洲
友
好
市
民
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ˇし
５
，
０
０
０
円

▼
特
典

　
○
大
洲
市
物
産
品
の
提
供
（
年
２
回　

６
，
５
０
０
円
相
当
）

※
１
回
目
は
い
も
た
き
セ
ッ
ト
、
２
回
目
は

み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
、
ら
ー
め
ん
セ
ッ
ト
な

ど
大
洲
市
特
産
品
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま

す
。

○
大
洲
市
内
宿
泊
施
設
の
10
％
割
引
（
た

だ
し
、
旅
行
代
理
店
を
通
し
た
場
合
は
適
用
外
）

○
観
光
名
所
入
場
料
の
割
引

○
大
洲
市
の
情
報
の
提
供

申
観
光
振
興
課
　
ὸ（
２
５
）
８
０
４
０

⁳（
２
５
）
８
５
１
８

kanko@
city.takashim

a.lg.jp

７
月
29
日
㊎
締
切

有
料
広
告

　
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
盛

り
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

時
７
月
20
日
㊌
～
22
日
㊎　
所
滋
賀

県
立
文
化
産
業
交
流
会
館　
内
作
品

展
示
・
実
践
＆
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
ス

テ
ー
ジ
発
表

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

　
　
米
原
校　
大
学
祭

問
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

米
原
校
事
務
局
　
ὸ
０
７
４
９

（
５
２
）
５
１
１
０

　
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
等
で
お
悩
み
の

ご
家
族
を
対
象
に
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
※
１
回
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

問
・
申
あ
す
く
る
高
島
　
ὸ（
３
２
）

３
８
２
４
　
⁳（
３
２
）
０
９
９
０

市
内
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
相
当
の
資

格
を
取
得
で
き
ま
す
。

時
８
月
１
日
㊊
～
11
月
14
日
㊊
　
所
働
く

女
性
の
家
　
定し
19
人
　
ˇし
６
８
，
５
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）　
申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
な
仲
間
　
ὸ（
２
５
）
８
３
６
０

　 日時 場所 内容

第１回 ７月 27 日㊌
13 時 30 分～ 15 時

安曇川
公民館

不登校を語るつどい
～親にできることは何か～

第２回 ８月 12 日㊎
13 時 30 分～ 15 時

新旭
公民館 発達障がいについて

第３回 ９月 29 日㊍
13 時 30 分～ 15 時

新旭
公民館

ひきこもりの理解と支援
～親の関わり方～

第４回 12 月予定
13 時 30 分～ 15 時

新旭
公民館

居場所について
～若者の居場所～

第５回 ２月予定
13 時 30 分～ 15 時

新旭
公民館

若者支援について
～就労に向けて～

中
江
藤
樹
先
生
勉
学
の
地

大
洲
市
友
好
市
民　
募
集
中
！

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

　
　
第
39
期
生　
学
生
募
集

介
護
職
員
初
任
者
研
修
会

受
講
者
募
集

シ
ニ
ア
対
象
『
講
習
会
』

　
　
　
　
受
講
者
募
集
！

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

　
　
　
家
族
学
習
会



nformationI 暮らしの情報

nformationI 時…日時　所…場所　対し…対象　定し…定員　ˇし…費用（記載がないものは無料） 内…内容　持…持ち物
問…問い合わせ先　申…申込方法・申込先　応…応募先　ὸ…電話番号　⁳…ファックス番号 …メールアドレス　 …ホームページアドレス

　
中
性
脂
肪
撃
退
を
テ
ー
マ
に
「
食
の
健

康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

時
７
月
15
日
㊎
10
時
～
13
時　

所
安
曇
川
公
民
館　
内
生
活
習
慣
病
予
防

に
つ
い
て
の
学
習
（
調
理
実
習
有
）

定し
25
人
（
先
着
順
）　
ˇし
一
人
２
０
０
円

申
健
康
推
進
課
　
ὸ（
２
５
）
８
０
７
８

⁳（
２
５
）
５
６
７
８

kyousitsu@
city.takashim

a.lg.jp

　
森
づ
く
り
に
関
わ
る
人
々
の
現
場
で
迫

力
あ
る
伐
採
見
学
、
皮
む
き
体
験
等
を
行

い
ま
す
。
お
昼
は
高
島
の
自
然
の
中
、
石

釜
で
焼
く
ピ
ザ
作
り
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

　
「
里
山
の
自
然
と
文
化
を
体
験
し
、
森

と
山
を
見
る
目
と
心
を
養
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
雑
木
山
と
草
山
を
知
る
全
10
回
の
体

験
講
座
。
今
回
（
第
３
回
）
は
自
然
林
を

構
成
す
る
木
を
学
ぶ
「
樹
木
調
べ
」。
１

本
１
本
の
樹
木
の
種
類
を
記
録
し
、
太
さ

を
量
っ
て
ど
ん
な
特
徴
を
持
っ
た
林
か
を

調
べ
ま
す
。

時
７
月
９
日
㊏
10
時
～
15
時　
所
森
林
公

園
く
つ
き
の
森　
対し
ど
な
た
で
も
（
中
学

問
高
島
市
国
際
協
会
へ
ὸ
か
⁳
か

ὸ（
２
０
）
１
１
８
０　

⁳  （
２
０
）
５
７
５
７

tifa822@
ares.eonet.ne.jp

ˇし
一
般
１
回
１
，
０
０
０
円　
高
校
生
１

回
５
０
０
円
（
会
員
１
回
５
０
０
円
）　

初級英語サロン 中級英語サロン

日
程

　７月４日㊊
　　   11 日㊊

　７月９日㊏
　　   23 日㊏

会
場 今津東コミュニティセンター

講
師

デイビッド・
グリーグ先生

ケビン・
ディーガン先生

時
間 19 時～ 20 時

①９時 30 分～
　　10 時 30 分
② 10 時 45 分～
　　11 時 45 分

催　
し

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の
記
載
の
な

い
も
の
は
無
料
で
す
。

　
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
仕
事
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
見
つ
け
、
仲
間
作
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

【
マ
キ
ノ
・
今
津
・
新
旭
地
域
】

時
７
月
13
日
㊌
９
時
30
分
～

所
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
安
曇
川
・
高
島
・
朽
木
地
域
】　

時
７
月
14
日
㊍
９
時
30
分
～

所
安
曇
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対し
市
内

在
住
で
60
歳
以
上
の
方

問
・
申
公
益
社
団
法
人
高
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　
ὸ（
３
６
）
８
１
９
１

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
定し
20
人　
持

動
き
や
す
い
服
装
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
軍

手
、
弁
当　
内
林
を
調
べ
る
、
調
査
結
果

と
解
説
、名
札
づ
く
り　
ˇし
７
０
０
円（
小

学
校
高
学
年
以
上
・
中
学
生
５
０
０
円
）

申
森
林
公
園
く
つ
き
の
森　
ὸ（
３
８
）

８
０
９
９　
⁳（
３
８
）
８
０
１
２

asosatoyam
a@

zb.ztv.ne.jp

７
月
６
日
㊌
締
切
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

　
発
酵
食
材
を
使
っ
て
家
庭
で
体
に
優
し

い
料
理
を
作
っ
て
み
ん
な
で
健
康
に
！　

誰
で
も
簡
単
に
、
手
軽
に
！　
今
年
度
６

回
の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
発
酵
に

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

時
７
月
７
日
㊍
、
９
日
㊏
10
時
～
13
時

所
安
曇
川
公
民
館
　
定し
20
人
（
各
回
）　

ˇし
１
，
５
０
０
円
（
３
日
前
か
ら
キ
ャ

ン
セ
ル
料
が
か
か
り
ま
す
）　
※
託
児
有

（
要
予
約
５
０
０
円
）
内
お
う
ち
で
簡
単

カ
フ
ェ
風
ス
イ
ー
ツ　
（
講
師
）
馬
込　

鏡
子
さ
ん
　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お

手
拭
き
、
筆
記
用
具　
申
発
酵
つ
な
が
り

隊

（http://hakkou-tunagaritai.
jim

bo.com
)

か
ら　
問
高
島
発
酵
つ

な
が
り
隊　
ὸ
０
９
０
（
９
０
５
４
）

０
４
４
６

【
公
的
事
務
補
助
技
能
講
習
】

時
７
月
22
日
㊎
～
８
月
４
日
㊍
（
土
日
を

除
く
10
日
間
）
13
時
～
17
時　
所
連
合
会

事
務
所
会
議
室
　
定し
20
人　
申
７
月
７
日

㊍
必
着

【
生
活
支
援
従
業
者
講
習
】

時
８
月
１
日
㊊
～
５
日
㊎　
９
時
～
16
時

30
分
　
所
び
わ
こ
学
院
大
学
　
定し
20
人　

申
７
月
19
日
㊋
必
着　

申
公
益
社
団
法
人　

滋
賀
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会　

ὸ
０
７
７

（
５
２
５
）
４
１
２
８
（
申
込
用
紙
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。）

262016. ７月号

高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

国
際
交
流
サ
ロ
ン

平
成
28
年
度　
第
１
弾

　
　
　
　
発
酵
料
理
教
室

森
と
山
の
塾  

２
０
１
６

雑
木
林
を
知
る  

～
樹
木
調
べ
～

食
の
健
康
教
室

　
　
　
参
加
者
募
集

山
か
ら
家
づ
く
り
ま
で
の

ツ
ア
ー
２
０
１
６

27 2016. ７月号

高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催

時
７
月
24
日
㊐
９
時
ス
タ
ー
ト
※
８
時
30

分
か
ら
受
付　
11
時
終
了
予
定　
所
（
集

合
）
旧
萩
の
浜
観
光
協
会
案
内
所
前　

対し
市
内
在
住
の
方
（
小
学
生
以
上
）
ˇし

１
０
０
円
（
保
険
料
）
※
当
日
徴
収
し
ま

す
。
持
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
、

履
き
慣
れ
た
靴
、
お
茶
、
タ
オ
ル　
※
雨

天
等
で
中
止
の
場
合
は
、
８
時
に
防
災
行

政
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課 

ὸ（
３
２
）４
４
５
９

　
幼
児
食
を
テ
ー
マ
に
調
理
実
習
を
含
む

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ど
れ
く
ら
い
食
べ

さ
せ
た
ら
良
い
か
な
ど
、
食
事
に
つ
い
て

悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

時
８
月
１
日
㊊
10
時
～
12
時
30
分　
所

マ
キ
ノ
保
健
セ
ン
タ
ー　
対し
１
歳
８
か

月
～
３
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者　

【
立
体
の
部
】
講
師　
美
術
協
会
会
員

時
８
月
６
日
㊏
、
７
日
㊐　
９
時
～
15
時

８
月
27
日
㊏
、
28
日
㊐　
９
時
～
12
時

所
安
曇
川
高
校　
美
術
室　
内
彫
塑
（
頭

像
制
作
）　
持
古
布
（
タ
オ
ル
２
枚
）、
ビ

ニ
ー
ル
袋
（
ゴ
ミ
袋
大
１
枚
）　
ˇし
１
，

０
０
０
円　
定し
10
人

問
安
曇
川
高
校
（
美
術
科　
藤
井
さ
ん
）

ὸ（
３
２
）
０
４
７
７

【
平
面
の
部
】
講
師　
美
術
協
会
会
員

時
８
月
28
日
㊐
９
時　
所
Ｊ
Ｒ
マ
キ
ノ

駅
駐
車
場
集
合　
内
絵
画
ス
ケ
ッ
チ
（
マ

キ
ノ
湖
岸
）　
持
絵
画
用
具
の
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
、
鉛
筆
、
お
弁
当　
定し
10
人

問
市
美
術
協
会
理
事　
井
上
さ
ん

ὸ
０
９
０
（
９
９
９
６
）
６
０
０
２

【
両
部
門
共
通
】

対し
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、
通
学
す

る
高
校
生
以
上　
申
高
島
市
美
術
協
会

事
務
局　

公
開
講
座
係
（
川
合
さ
ん
）

〒
５
２
０-

１
２
１
７　
安
曇
川
町
田
中

３
５
５
番
地
へ
は
が
き
ま
た
は
⁳（
３
２
）

１
７
６
４　
７
月
20
日
㊌
締
切（
先
着
順
）

〔
講
座
名
、
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話

　
「
高
島
を
ス
ポ
ー
ツ
の
町
に
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
年
代
に

お
け
る
サ
ッ
カ
ー
技
術
の
向
上
と
健
全
な

心
身
の
育
成
を
目
指
し
て
青
少
年
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
７
月
24
日
㊐
10
時
～
17
時　
所
梅
ノ

子
運
動
公
園　
内
川
上
直
子
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
会
、
ス
ポ
ー

ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
等

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
川
上
直
子
さ
ん

（
元
な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
サ
ッ
カ
ー

解
説
者
・
指
導
者
）
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
梅
ノ
子
運
動
公
園
　
ὸ（
３
３
）

１
５
１
５

　
糖
度
計
を
使
っ
て
ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ

る
糖
分
の
量
を
計
算
し
た
り
、
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
で
お
金
の
こ
と
を
勉
強
し
た
り
、
貯

金
箱
づ
く
り
や
ぬ
り
絵
な
ど
親
子
で
楽
し

く
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

時
８
月
９
日
㊋
13
時
～
16
時　
所
今
津

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
対し
市
内
小
学
生

と
保
護
者　
定し
２
０
０
人　
内
体
験
コ
ー

ナ
ー
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

問
生
活
相
談
課　
ὸ（
２
５
）
８
１
２
５

（
主
催
）
滋
賀
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

高
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
身
体
機
能
訓
練
を
主
な
目
的
と
し
た
水

泳
教
室
を
行
い
ま
す
。

時
８
月
６
日
㊏
、
18
日
㊍
、
20
日
㊏
、

９
月
２
日
㊎
、
10
日
㊏
、
16
日
㊎　
い
ず

れ
も
、
12
時
～
13
時
30
分　
所
今
津
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　
対し
市
内
在
住
で
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　
定し
10
人
程

度　
申
７
月
22
日
㊎
締
切

問
・
申
湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ほ
ろ
ん　
ὸ（
２
２
）
４
０
４
１

定し
20
人　
ˇし
２
０
０
円　
申
健
康
推
進

課
　
ὸ（
２
５
）
８
０
７
８　
⁳（
２
５
）

５
６
７
８　

kyousitsu@
city.taka

shim
a.lg.jp

い
、
生
木
の
伐
採
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。
お
子
さ
ん
に
は
お
み
や
げ
に
「
カ

ブ
ト
ム
シ
」
が
も
ら
え
る
か
も
?!

時
７
月
24
日
㊐
10
時
～
13
時　
所
森
林
公

園
く
つ
き
の
森　
定し
10
組　
ˇし
大
人
１
，

０
０
０
円
、
小
人
７
０
０
円　
申
木
の

家
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
ὸ（
２
０
）

１
１
７
９　
⁳（
２
０
）
１
６
６
０　

takashim
a-kinoie@

nike.eonet.
ne.jp　

７
月
21
日
㊍
締
切
。

びわ湖

平
成
28
年
度　
健
康
の
森

梅
ノ
子
運
動
公
園　
感
謝
祭

里
湖う

み

で
地
域
を
結
ぶ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ぱ
く
ぱ
く

　
幼
児
食
教
室

高
島
市
美
術
協
会
公
開
講
座

（
平
面
の
部
・
立
体
の
部
）

障
が
い
の
あ
る
方
の

               
水
泳
教
室

夏
休
み
！

　
親
子
消
費
生
活
講
座

びわ湖

集合場所

至高島支所

びわ湖青少年の家
高島 B&G艇庫

国道１６１号

番
号
、
性
別
〕
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湖西地域の文化情報

13 時 30分開演
音楽療法士、岡本仁司氏によるピアノ弾
き語りコンサート。昭和時代の懐かしい
メロディを楽しいおしゃべりとともにお
届け。リクエストにもお応えします。

昭和のうた♪  
ピアノ弾き語りコンサート

全席自由
入場無料

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館

10 時～ 22時

10時～ 22時

「光を集めるガラス展」

今津町舟橋 2ー8ー10　 （22）1414
※最終日　16時まで

奥島　香
「白藤　晴久　ガラス展」

…14 時開演

第１部
朗読「セミのタイゾウ」／ジャグリング
／バンド soil 演奏／桃太郎一座の出し物
第２部
朗読劇「人生を二度生きた男　清水安三
　桜美林物語」

高島市文化の支援事業
朗読劇団ムサシ  第６回公演

全席自由
５００円

（当日 700 円）
実行委員会　森本さん

　 ０９０（1488）4883

観光物産プラザ
２階多目的ホール

① 10時 30分開演
② 14時開演
（２回上映。各回入
れ替え制）

もう息子には会えないと、思っていまし
た。
終戦 70 年―。山田洋次監督が作家・井
上ひさしさんに捧げて、長崎を舞台に描
く『母と暮せば』が、ついに映画化。や
さしくて、悲しい。山田洋次監督初のフ
ァンタジー。

▼監督　山田洋次

▼出演　吉永小百合、二宮和也 ほか

高島市文化の支援事業
映画「母と暮せば」上映会

全席自由
一　般　 1,000 円
中学生以下　800 円

（当日 200 円増） ガリバーホール　 （36）0219

ガリバーホール

竹紙水彩小作品展
安曇川町田中 426　 （32）0150

10 時～ 17時

むとう永二郎　

…14 時開演 日伊交流１５０周年。イタリア人ピアニ
ストを迎え、彩り豊かなイタリア音楽
や、イタリアに魅了された作曲家の名曲
の数々をお楽しみください。
▼出演
山本隆子（ソプラノ）、平本昌宏（テノ
ール）、野原　剛（フルート）、アリアー
ノ・フレディアーニ（ピアノ）

イタリアの情熱 Vol.5
～オペラアリアからモリコーネ～

全席自由

ガリバーホール　 （36）0219

ア
リ
ア
ー
ノ
・

フ
レ
デ
ィ
ア
ー
ニ

山
本  

隆
子

◆朽木資料館およびマキノ資料館の見学には予約が必
要です。見学を希望される場合は高島歴史民俗資料館
へお申し込みください。

高島歴史民俗資料館 ●常設展示
高島の歴史と風土に出会える
鴨稲荷山古墳石棺模型をはじめ、古
代高島を伝える考古資料を展示。
高島歴史民俗資料館　 （36）1553

９時～ 16時 30分
常設展示

15 時開演
ストリングスが奏でる極上の空間
高島出身秀英フルーティスト　中川　彩が
華を添える

関西フィル弦楽オーケストラ
・リラックスコンサート in 高島

全席指定

ガリバーホール

一　般　 3,500 円
バルコニー席 3,000 円
高校生以下（一般席のみ）　
　　　　　2,000 円

▼演奏予定曲
　ドヴォルザーク／弦楽セレナーデ
※未就学児の入場は、ご遠慮願います
ガリバーホール　 （36）0219

・ 藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

参
加
者
募
集

今津サンブリッジホテル 2 階

びわこパイロットクラブ（伊妻さん）
　 （25）5185

収益金の一部は、市内の福祉施設に寄付
されます。

13 時 30分～ 15時 30分

びわこパイロットクラブ
第 13 回チャリティコンサート

一般　　1,500 円
（当日　 2,000 円）
障がい・介助
　　　　1,000 円
高校生以下 500 円

▼日時　７月 27 日水、28 日木、29 日金
　　　　各９時 30 分～ 16 時

▼対象　小学３年生から大人まで　　 ▼定員　60 人

▼参加料　ひとり１、０００円

▼内容　①オリエンテーション、巨大シャボン玉の映像鑑賞
　　　　②巨大シャボン玉をびわ湖岸でとばそう
　　　　③制作した作品の展示や発表をしよう！

　作品展示は 29 日金 13 時から、発表は 29 日金
    14 時 30 分から。（一般入場可能（無料））

▼持ち物　筆記用具、弁当、水筒、タオル、帽子、汚れてもよい服装

▼申込方法　直接、藤樹の里文化芸術会館へ申込書を持ってき
ていただくかＦＡＸしてください。

▼締切　７月 20 日水　
※ボランティアも同時募集中。ご連絡お待ちしています。

nformationI 暮らしの情報

nformationI文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などの掲載を希望される場合は、藤樹の里文化芸術会館（ 32－2461）
までお寄せください。９月号掲載の締め切りは７月 20 日です。（毎月 20 日締め切り）

ガリバーホール

前  売 2,000 円
（当日 2,500 円）

高校生以下 1,500 円

７/ ３日

７/ 10日

７/ 10日

７/ 24日

10/2 日

入館無料月・火・祝日
…休

ギャラリー藤乃井
7/7木～11 月

7/23土

鑑 賞 無 料無　休

ギャラリー Cafe Cozy

鑑 賞 無 料火・休

7/1金～15 金

7/16土～31日

相　談 日　時 場　所 内　容

高島こころのつえ
相談室
問 高島市社会福祉協議会
　ὸ（36）8220

毎週水・木曜日
　13 時～ 17 時
※祝日を除く

ー
（電話相談）

誰かに話を聴いてほしいと感じたら、ぜひお電話く
ださい。人には話せない悩みのある方々に、もう一
度笑顔を取り戻すお手伝いができたらと思います。
思いによりそい、じっくりお聴きします。
　相談用電話番号　０１２０（８７４）７５６

女 性 の た め の
悩 み 相 談 室
問 人権施策課
　ὸ（25）8524

７月
６日㊌・16 日㊏・
20 日㊌・30 日㊏
　13 時 30 分
　　～ 16 時 30 分
　
※相談時間は一人 50 分以内

働く女性の家
（20 日は新旭
公民館）

 「こんなこと、相談するほどのことでもないのかな…」
と思わずに、どんな悩みでも気軽にご相談ください。
市外から女性カウンセラーを迎え、あなたにあった解
決策を一緒に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　予約専用電話番号（２２）４０５２   

特設人権なんでも
相談所
問 人権施策課
　ὸ（25）8524

７月 13 日（水）
13 時 30 分～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関
わる問題で悩んでいませんか？
　ひとりで悩まずに人権擁護委員にご相談ください。
※予約は不要です。

空き家活用相談会
問 高島市空き家活用
　促進協議会
　（市民協働課内）
　ὸ（25）8526

７月 16 日（土）
10 時～ 12 時

・今津東コミュニ
ティセンター
・新旭公民館
・安曇川公民館

　市内への若者の移住を進めるため、空き家の所有者
がその活用を気軽に相談できる場として、空き家活用
相談会を開催します。
　空き家所有者の皆さん、ぜひ相談会をご利用くださ
い。

税理士による無料
税務相談会
問 今津納税協会
　ὸ（22）3733

７月 21 日（木）
　13 時 30 分
　～ 16 時 30 分

高島市商工会
北部センター

（旧今津町商工会）

　平成 27 年から相続税法が改正されました。相続
や生前贈与にかかる税金の相談から、消費税申告に
関する悩み、商売を始めたときの税に関する手続き
などお気軽にご相談ください。
※事前予約をお願いします。

地区別行政相談所
問 生活相談課
　ὸ（２５）８１２５

７月 22 日（金）
13 時～ 16 時 朽木支所

　国・県・市が行う行政に関わる相談を行政相談委
員がお受けし、問題解決に向け関係行政機関につな
ぎます。※予約は不要です。

一日年金相談所

問 保険年金課
　ὸ（25）8137

７月 28 日（木）

　10 時～ 16 時
今津支所

▼申込方法
　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　☎０７７（５２１）１４８９　
　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
※定員になり次第、締め切ります。

　

親
子
の
絆
を
深
め
る
、
楽
し
く
ハ
ッ

ピ
ー
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

時
８
月
27
日
㊏
、
10
月
15
日
㊏
、
12
月
３

日
㊏　
す
べ
て
９
時
30
分
～
12
時

所
ド
リ
ー
ム
あ
ん
で
す　

ド
リ
ー
ム
食

堂　
定し
６
組
の
親
子　
内
ピ
ザ
と
冷
菓
や

ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
と
飾
り
用
ク
ッ
キ
ー
、

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
と
ソ
フ
ト
プ
リ
ン
な
ど
を

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
一
緒
に
親
子
で
体

験
す
る
。　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

申
「
虹
の
会
」
ド
リ
ー
ム
あ
ん
で
す　
ὸ

・
⁳（
２
２
）
２
５
８
４　

募
集
期
間　
７
月
１
日
㊎
～
31
日
㊐
。

　

恒
久
的
な
平
和
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
、

先
の
大
戦
か
ら
得
た
多
く
の
教
訓
を
心
に

刻
み
、
平
和
を
願
う
心
を
次
世
代
に
つ
な

ぐ
た
め
、「
平
和
を
誓
う
市
民
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

時
８
月
11
日
㊍
14
時
～　
所
高
島
市
民
会

館　
内
戦
没
者
へ
の
黙
祷
、
式
辞
、
追
悼

の
言
葉
、戦
跡
訪
問
感
想
文
発
表
、朗
読
劇
、

献
花
、
平
和
都
市
宣
言
の
朗
読　

問
社
会
福
祉
課
　
ὸ（
２
５
）
８
１
２
０

戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し

平
和
を
誓
う
市
民
の
集
い

親
子
お
菓
子
づ
く
り
教
室

相　談（秘密厳守・相談無料）
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７月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

今 津 図 書 館
（22）3827

10 時～ 19 時
（土曜 21 時まで） 休 休 話 休 休 休 休 話 休 休

安曇川図書館
（32）4711

10 時～ 19 時
（金曜 21 時まで） 話 休 休 休 休 話 休 休 休 休 映 映

マキノ図書館
（27）0350 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
（38）2324 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
（25）2811 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 話 休 休 休 休

高 島 図 書 室
（36）2160 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休

▼貸出延長や予約は各図書館へご連絡ください。

　本や調べもののお問い合わせも受けつけています。お気軽におたずねください。

開館日カレンダー

平成 28 年５月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

お誕生おめでとう！
氏　　名 性　別 氏　　名 性　別

人

平成 28年５月１日から５月 31日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、了解をいただいた方のみ掲載しています。

「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５０，５９７人……（……－50）
５１，２９２人（－745）

５０,５４７人

２０,２２６世帯

２４,６２８人
２５,９１９人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ

窓口だより

はおはなし会です。 は映画会です。 時間や内容については各図書館へお問い合わせください。話 映

納付のお知らせ７月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されます。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

項　目 期　別 納期限
固 定 資 産 税 第 2 期

8 月 1 日
国民健康保険税（普通徴収） 第 4 期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 4 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第 1 期
下水道使用料（4 月～5 月使用分） 7 月 期

　

三土 　たつお／著（実業之日本社）

街中でよく見かけるアレやコレ
を集めて図鑑にしてみよう！  
集めて観察することで見えてく
る街中の名優たちの表情。路上
観察者必見。

世界初の完全ビジュアル・ガイ
ドブック！   「なぜ蜃気楼は見
えるのか」「日本のどこで・い
つ見えるのか」から、歴史や美
術の中の蜃気楼までを網羅し、
蜃気楼研究の最前線も紹介す
る。琵琶湖の蜃気楼も掲載。

『街角図鑑』

日本蜃気楼協議会／著（草思社）
『蜃気楼のすべて！』

経済を視点に 1964 年の東京
オリンピック開催の舞台裏を小
説化。当時の首相・池田勇人と、
誘致活動に人生を捧げた新聞記
者で水泳指導者の田畑政治を軸
に展開。総額 9608 億円の費
用をどう賄い、日本の復興へと
つなげたのか。

幸田　真音／著（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）
『この日のために　上・下』

今月のおすすめ 催し物のお知らせ ７月※
そ
の
他
に
も
新
し
く
入
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
図
書
館
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生後 1 か月で全聾
ろう

と診断された
著者は、30 代でアッシャー症候
群という進行性の難病を宣告さ
れてしまう。音だけでなく、光
をも失うかもしれない。彼女は
人口内耳の手術を受ける決断を
するが…感動ノンフィクション。

ジョー・ミルン／著　加藤洋子訳（辰巳出版）
『音に出会った日』

『蛇の道行』
加藤　元 / 著（講談社）

　戦後から四年、復興期の上野。ヤミのマ
ーケットに現われた少年の姿から、話が進
みます。この少年、立

りっぺい
平は、戦争未亡人

達が働くバー「山猫軒」で、ボーイとし
て住み込みで雇われており、この店を営

む女主人、きわと暮らしています。きわと立平は、親
子でも、恋人でもないという間柄でありながら、他者に
は知り得ない過去のある出来事を、共有している仲なの
です。
　ある時、きわの亡くなった夫と、戦地で一緒だったと
いう男が現れ、きわの過去や、立平の素性を探り出そう
としますが……。
　戦争は人を狂わせると言いますが、食うや食わずの
日々のなか、生き延びていかなければならない人々は、
悪を悪と自覚しつつも、そこに手を染めざるを得ない状
況に追いやられてしまいます。そんな戦後を生き抜いた、
力強い人間描写の深みに引き込まれます。（M・K）

ーケットに現われた少年の姿から、話が進

む女主人、きわと暮らしています。きわと立平は、親

○夏休み子どもブッククラブ
　「紙いちまいでつくる動物園」
　日時：31 日日
　　　　　10 時 30 分～ 12 時

○かけはし「金曜午後の朗読会」
　　日時：８日金 14 時～ 15 時

○エントランス展示
　「古代高島のあしあと
　‐高島市内から出土した土器‐」
　　出展：文化財課
　　日時：１日金～ 31 日日 

今津図書館

安曇川図書館

○こども歴史講座
　「土器からわかる昔のくらし　……
……～みて・聞いて・さわってみよう～」
   日時：23 日土 13 時 30 分～ 15 時
　講師：文化財課　弘部亮二さん

Recommended  Book司書のイチオシ本

○図書館クイズ
（小学生の部・中学生以上の部あり）
    日時：23 日土
　　　　　　～８月 20 日土
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　６月中旬、たまたま高架
下の道を通った時、川辺に
チカチカと光る黄緑色の光

を見つけました。思わず「蛍や！」と
大声で叫び、聞かれていないか周りを
確認。カメラが手元になく残念でした
が、夏を身近に感じられました。高島
市は水と緑のまちですから、蛍の名所
がたくさんあります。写真に収めるも
良し、飽きるまで眺めるも良し。お住
いの近くで蛍の光を探してみてはいか
がでしょうか。（Ｍ）

文
化
財
課
　
（
３
２
）
４
４
６
７

　
毎
年
、
７
月
23
日
に
安
曇
川
町
上
小

川
の
藤
樹
書
院
で
は
、「
常

じ
ょ
う
し
ょ
う
さ
い

省
祭
」
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
常
省
と
は
、
中
江
藤

樹
の
息
子
で
、
藤
樹
の
死
後
は
そ
の
学

問
を
受
け
継
い
で
中
江
家
の
跡
取
り
と

な
っ
た
人
物
で
す
。
７
月
23
日
は
常
省

の
命
日
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
遺

徳
を
し
の
ん
で
儒
式
で
の
祭
典
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

生
後　
日
で
父
と
死
別

　
常
省
は
、慶け

い
あ
ん安

元
年
（
１
６
４
８
年
）

７
月
４
日
（
以
下
、
日
付
は
旧
暦
）
に

藤
樹
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

名
前
は
季

き
じ
ゅ
う 

重（
す
え
し
げ
）、

通
称
を
弥や

さ
ぶ
ろ
う

三
郎
と
い

い
ま
し
た
。
母
の
布ふ

　
り理

は
、大
溝
藩
士・

別べ
っ
し
ょ所

氏
の
娘
で
、
藤
樹
に
嫁
い
だ
時
、

中
江
家
に
は
先
妻
・
久ひ

さ
こ子

の
子
で
あ
る

50

７
歳
の
長
男・虎
之
助
と
３
歳
の
次
男・

鍋
之
助
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
子
ど
も

た
ち
の
世
話
や
家
事
を
よ
く
こ
な
す
女

性
で
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
藤
樹
は
常
省
が
生
ま
れ
た
年
の
８
月

25
日
に
死
去
し
た
た
め
、
常
省
は
生
後

わ
ず
か
50
日
で
父
親
と
死
別
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
藤
樹
は
臨
終
に
際
し

て
、
門
人
に
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
頼
ん
で
い
た
た
め
、
上
の
二
人
は
小

川
村
の
村
人
に
、
１
番
幼
い
常
省
は
、

藤
樹
の
高こ

う
て
い弟

で
あ
る
熊く

ま
ざ
わ
ば
ん
ざ
ん

沢
蕃
山
の
妹
が

嫁
い
で
い
た
東ひ

が
し
ゆ
る
ぎ

万
木
（
青
柳
）
村
の
岡

田
家
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

岡
山
藩
の
学
校
奉
行
に

　
常
省
は
万ま

ん
じ治

元
年
（
１
６
５
８
年
）、

11
歳
の
と
き
、
蕃
山
が
仕
え

る
備
前
・
岡
山
藩
の
池
田
光

政
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
藤
樹
の
学
問
を
深

く
慕
っ
て
い
た
池
田
光
政
に

は
、
先
に
二
人
の
兄
も
召
し

抱
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

二
人
は
体
が
弱
く
、
若
く
し

て
亡
く
な
っ
た
た
め
、
寛
文

５
年
（
１
６
６
５
年
）
に
は
、

中
江
藤
樹
の
息
子  

常じ
ょ
う
し
ょ
う
（
じ
ょ
う
せ
い
）

省

常
省
が
中
江
家
の
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
２
年
後
に
は
、
蕃

山
の
弟
で
あ
る
泉

い
ず
み
ち
ゅ
う
あ
い

仲
愛
と
と
も
に
岡
山

藩
の
学
校
奉
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
延え

ん
ぽ
う宝

６
年
（
１
６
７
８
年
）、
常
省

は
岡
山
藩
を
辞
し
て
生
地
で
あ
る
近
江

国
上
小
川
村
に
帰
郷
し
、
そ
の
後
京
都

に
転
居
し
て
、
延
宝
８
年
（
１
６
８
０

年
）
に
は
、
父
・
藤
樹
を
尊
敬
し
て
い

た
対
馬
藩
主
に
招
か
れ
て
、
対
馬
藩
に

仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
で
藤
樹
学
を
開
講
、

　
江
西
常
省
先
生
と
呼
ば
れ
る

　
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う

享
４
年
（
１
６
８
７
年
）、
40
歳

の
時
に
対
馬
藩
を
辞
し
、
京
都
で
藤
樹

学
を
講
じ
た
と
こ
ろ
、門
人
が
増
加
し
、

こ
の
頃
か
ら
人
々
は
常
省
を
「
江
西
常

省
先
生
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
対
馬
藩
の
江
戸
藩
邸
に
召

し
出
さ
れ
て
江
戸
で
過
ご
し
た
後
、
京

都
四
条
に
隠
棲
し
ま
し
た
。

　
宝
永
６
年
（
１
７
０
９
年
）
５
月
、

常省の墓

持
病
の
悪
化
の
た
め
上
小
川
村
に
帰
郷

し
、
１
か
月
後
の
６
月
23
日
、
62
歳
で

死
去
し
ま
し
た
。

　
常
省
の
門
人
は
、
地
元
の
上
小
川
村

周
辺
住
人
や
大
溝
藩
士
な
ど
に
多
く
、

彼
ら
は
常
省
の
死
後
も
藤
樹
の
教
え
を

広
め
る
こ
と
に
尽
力
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
常
省
の
墓
は
、
上
小
川
の
玉

林
寺
門
前
に
父
や
祖
母
と
並
ん
で
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。


